
広島東南ロータリークラブ
週報2021年8月お知らせ

例会日 月曜日 ANAクラウンプラザホテル広島 ℡241-1111
事務所 リーガロイヤルホテル広島13階 ℡221-4894

会長 要田昭治 幹事 森原弘昌

8月は「会員増強・新クラブ結成月間」です。
8月ロータリーレート １ドル=110円

会長挨拶

お知らせ
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8/26（木） 広島西ＲＣ (Zoom開催)
8/27（金） 広島南ＲＣ

8/30（月） 広島廿日市ＲＣ

8/31（火） 広島西南ＲＣ(Zoom開催)
広島安芸ＲＣ

8月2日 累計266,000円 （本例会 40,000円）
○杉川聡ガバナー：ガバナー公式訪問によりご出宝頂きました。ありがとうございます。（1 0口）
～ガバナーに因んで～

○事業関連：マリーナホップ→髙橋心里（1口）、ビルメンテナンス業→大下達士（1口）、
幼稚園→米川晃、佐野庸子（1口×2）、千田町→久保和浩、日域大陸（1口×2）
○修道高校卒業：山下泉、武士末修、神田敏治、細田正雄、蔦尾健太郎、日域大陸、大濱紘三、

脇舛賢治、神辺眞之、岩井正喬、岡本幸士、田上克彦（1口×12）
○ＪＣ出身者：久保和浩、武士末修、大下達士、林亮介、赤川浩二、中村伸弘、吉岡民登、米川晃、

田上克彦、渡邉直樹（1口×1 0）
○要田昭治：杉川ガバナー様、佐々木随行幹事様、温泉川ガバナー補佐様、大井ガバナー補佐幹事様

ようこそ東南ロータリークラブへ歓迎します（2口）

会員の皆様、天候不順な日が続きますがお元気な事と安堵しております。

物議をかもしたオリンピックも無観客とは言え無事に終わりました。開会式の素晴らし

さ、そして、世界のアスリートの力強い競技には思わずテレビの前で感動し拍手をされ

たことと思います。24日からパラリンピックが始まります、沢山の感動を頂けるとワクワ
ク、ドキドキしています。

広島県では、コロナ蔓延防止等重点措置適用が8月20日より9月12日まで発令されました。8月の
例会も残すところ2回ですが残念ながら休会と致します。一人もコロナ感染者が出ない事を祈ります。

異常気象が世界で猛威を振るっています。ドイツ、ベルギーは豪雨で洪水、アメリカ、ギリシャは熱波

で山火事、日本は台風の大型化、豪雨、猛暑日と続いています。

先日の豪雨でのエリアメールで恐怖を感じられた事と思います。2014年8月20日の広島豪雨土砂災
害で多くの死者が出ました事が昨日のように思い返されます。この度は2名の方がお亡くなりになりまし
た。改めてご冥福をお祈りいたします。

8月25日に広島大学にて学生、留学生への支援品の贈呈式をおこないます。会員皆様のご理解とご
協力に感謝致します。今後も地元に密着した支援を続けて行きたいと思います。何やかやと例年になく

沢山の事業が山積しております。出来る事から一つ一つ取り組んでいきたいと思います。

8月6日原爆記念日での被爆76周年原爆死没者慰霊、第13回被爆バイオリンとピアノによる祈りのコ
ンサートを開催致しました。暑い中でのご協力ありがとうございました。まだまだ暑い日が続きます、十分

にお気を付けください。ありがとうございます。

9/ 2（木） 広島西ＲＣ (Zoom開催)
9/ 7（火） 広島西南ＲＣ(9/9  Zoom開催)

広島安芸ＲＣ

9/ 9（木） 広島西ＲＣ (Zoom開催)
広島安佐ＲＣ

他クラブ例会変更（受付なし）



前回8月2日 例会 ガバナー公式訪問
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国際ロータリー第2710地区
2021-22 ガバナー 杉川 聡

皆さんこんにちは。ガバナー

の杉川でございます。広島西

南ロータリークラブに所属して

おります。これよりガバナー

公式訪問卓話を始めさせて頂きます。何卒、宜

しくお願い申し上げます。

まず最初に、簡単に自己紹介をさせて頂きます。

1957年に広島市内で生まれ、現在63歳でござ
います。大学卒業後、金融機関を経て、義父の

経営する不動産管理会社に入社し、現在は、不

動産事業以外に、福祉事業・フード事業を中四

国で展開させて頂いております。ロータリーには

1997年に入会せて頂き、幹事、会長を経て、今
回ガバナーに就任させて頂きました。ロータリー

に入って一番驚いたのが「職業奉仕」という理念

で有ります。他の団体には無い概念で、高い倫

理観を持って自らの仕事に専念することが地域

社会の発展に繋がって行くと強く信じ、仕事にも

ロータリー活動にも邁進しております。10年ほど
前から、不動産の再生事業に携わるようになり

ました。このきっかけはやはりロータリーの職業

奉仕理念で有ったように思います。再生事業は

その地域社会の皆様にとっては掛け替えないも

ので有り、その事業を推進することが地域社会

の発展に繋がり、ひいては弊社の発展にも繋

がっております。ロータリーに入会し色々な経験

をさせて頂いた事が、弊社の事業にも大変役

立っており、「職業奉仕」の理念の大切さを痛感

しておる所でございます。私より、ロータリー歴

の長い先輩たちが沢山いらっしゃいます中で、

大変僭越ではございますが、コロナ禍のガバ

ナーとして、皆様の先頭に立ち頑張って参りま

す。何卒宜しくお願い致します。

それでは、シェカール・メータRI会長の運営方針
に付いて説明をさせて頂きたいと思います。シェ

カール・メータ会長は、インドのカルカッタのご出

身で、カルカッタ・マハナガルRCに所属されてお
られます。仕事は、会計士をされており、自身が

設立された不動産開発会社「Skyline Group」の
会長を務められ、カナダを本拠とする

「Operation Eyesight Universal (India)」のディレク
ターも勤められています。
会長テーマは、「Serve to Change Lives」和訳は、
「奉仕しよう みんなの人生を豊かにするため
に。」でございます。メータRI会長は、ロータリー
クラブに入会された際に訪れた僻地での奉仕活
動により、奉仕の必要性について目覚められ、
人のために世話をし、奉仕することが最良の生
き方。なぜなら、その経験を通じて誰かの人生
だけでなく、自分の人生を豊かに出来るのだか
ら。と感じられ、ロータリー活動に、のめり込んで
行かれたようでございます。

シェカール・メータ会長は年次目標として次の3
点を掲げられました。
一つ目は、「2022年7月1日までに会員数130万
人を目指します。」で有ります。次は、「ロータ
リー奉仕デー」の開催で有ります。最後は、女子
のエンパワメントに力を注ぎ、教育、リソース、
奉仕、機会など、未来の女性リーダー成功に必
要な手段を与えて下さい。と、おっしゃられてい
ます。ここで言う「女子のエンパワメント」は女性
の活躍の場を増やしていくと解釈頂ければと思
います。女性会員を増やしていく。女性の役員
を増やしていく。そこに力を注いで下さい。この3
つ目標をメータRI会長は強く発信されました。是
非とも、各クラブにおかれましては、この目標達成
のため、全力で対応願いたいと思っております。
次に、メータRI会長の目標を受けての、私のガ
バナー信条を説明させて頂きます。

ガバナー信条は、
「みんなのためになるかどうか。未来のためにな
るかどうか。」
～多様性を受け入れ、相互理解を深めよう！！～
と、させて頂きました。

ここに至る経緯を説明させて頂きます。15年ほ
ど前に、ロータリーの先輩から連絡を頂き、先輩
の作られた「お好み焼き店」に伺わせて頂きまし
た。細かい説明は受けずに、お好み焼きを食べ
させて頂き、店を出てから、開業に至った経緯を
お聞き致しました。その時はちょうど20歳くらい
で有ったと思いますが、先輩のお嬢さんが障が
いを持たれていて、特別支援学校を卒業後、障
がい者施設に入所されており、その施設が運営
をしているお好み屋さんで有ると言う事でした。
「娘は、小さい時からずっと謝ってばかりだった。
友達に知り合いに一生懸命付いて行こうとする
のだが、どうしても上手くいかず、いつもごめん
なさい。ごめんなさい。と謝ってばかりだった。親
として、我が子に【働く楽しさ、生きて行く喜び】を
是非体感してもらいたいと思っていた。それを知
らずに生きて行くのは余りにも可哀そうだと思った。



そこで、この店を作ったのです。ここで働くように
なったら、お客様から有難うって初めて言われ
たんですよ。生まれて初めて、他人から存在を
認められたんですよ。その気持ち分かります
か？」って言われました。とてもショックを受けま
した。この先輩は、お好み焼の関連の仕事をさ
れていましたので、障がいを持っていた人でも
使いやすいように店づくりにも工夫されておられ
ました。お客様から、「美味しかったよ」「ありがと
う」と言われた時の、お嬢さんの笑顔を今でも覚
えております。

この時に先輩から、障がいを持っていても、その
障がいに合わせた仕事を作って行くことが出来
れば、充分一人前の仕事が出来るのだと教わり
ました。大変恥ずかしい話ですが、この話を聞く
までは、障がいを持った人に、健常者と同様の
仕事を担当して貰うのは無理だと思っていまし
た。しかし、現在、弊社で働いてくれている多く
の障がいを持った社員は、健常者とほぼ同じレ
ベルで働いてくれています。この時は、障がい
者に対する知識が無かったことを恥じました。そ
して、多様性を受け入れ、相互理解を深めて行
く必要性をこの時に強く感じたところでございま
す。そこで、「多様性を受け入れ、相互理解を深
めよう。」をガバナー信条とし、一年間各クラブ
の皆様にお話をさせて頂こうと思っていた所に、
今回のコロナ禍が発生を致しました。世界から、
人種差別的な報道なども聞こえて来るようにな
りました。地区の皆様にお伝えして行くには、も
う少し大きなテーマが必要だと思い、「みんなの
ためになるかどうか。未来のためになるかどう
か」をガバナー信条とさせて頂きました。4つの
テストからの引用ですが、「今のみんなのために
なるかどうか。未来のみんなのためになるかど
うか」と読んで頂きたいと思います。SDGsが当た
り前のような社会になって来ました。これからの
ロータリー活動は、未来を見据えた活動が必要
なのだと思います。今年度は、各クラブで、その
地域に必要とされる未来のためになると思われ
る奉仕活動を是非とも実施して頂きたいと思い
ます。宜しくお願い致します。

それでは、今年度の重点運営方針を説明させて
頂きます。
まず、地区はクラブの活動を支えて行くのが役
割ですから、クラブ運営の積極的支援をさせて
頂きます。次に、会員基盤の強化をお願い致し
ます。また、クラブのDX（デジタルトランスフォー
メーション）の推進支援もさせて頂きます。
ZOOMなどのツールを活用し、例会や会議など
の対応力強化して下さい。メータRI会長の最大
の事業で有ります「ロータリー奉仕デー」の推進
支援を致します。ロータリークラブとローターアク
トクラブ間の協力も増やして下さい。そして、最

後にダイバーシティ理解を深める卓話を実施し
て頂ければと思います。宜しくお願い致します。

2020年1月に横浜で初めて発生した新型コロナ
ウイルスですが、1年半以上経ちましたが、まだ、
ワクチン接種が遅れていますので、まだまだ予
断を許さない状況が続いております。ロータリー
活動を展開して行くには大変窮屈な状況では有
りますが、その中で、ロータリーとして出来ること
を確実に実行して参りましょう。コロナだから中
止にしよう。コロナだから縮小しようばかりでは、
大変残念です。コロナ禍でもこれだけの事を社
会に対してやって来たのだと胸を張って言える
ように、前だけを向いて頑張って参りましょう。あ
の一年はコロナ禍で大変だったけど、コロナ禍
だから体験出来
た事が沢山有っ
て、あれはあれ
で記憶に残って
良かったじゃ無
いかって、来年
の年度が終わる
ときは笑って話
し合える事を願
いながら、私か
らのメッセージ
とさせて頂きま
す。前だけを向
いて、頑張って
参りましょう。
宜しくお願い致
します。

～あとがき～ 副幹事：渡邉直樹
本日は、ガバナー公式訪問で当クラブにお越しい
ただいた杉川ガバナーから卓話をいただきました。
本来ならアメリカで受講すべきセミナーをリ
モートで受講された予定者段階のご苦労や、
ロータリークラブでのこれまでのご活動、さらに
は、会社における障害者雇用などの職業奉仕
の取組み等についてお話を頂きました。
そして、「みんなのためになるかどうか。未来の
ためになるかどうか。」～多様性を受け入れ、相
互理解を深めよう！！～」のガバナー信条や地
区重点方針についてもご紹介いただきました。
卓話時間が足りなくなるほどの、気さくで情熱溢
れるお話を通じ、コロナ禍だからロータリーの活
動を制限するのではなく、コロナ禍においてもで
きる限りロータリー活動を行うことの大切さを改
めて確認し、また、多様性の尊重をテーマにし、
リモートを活用しながら遠方の講師からお話を
伺うなど、今後の例会運営についても示唆を頂
く貴重な機会となりました。
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ガバナー公式訪問後 フォーラム開催
報告： 副幹事 渡邉直樹

例会終了後、杉川ガバナー公式訪問フォーラムが多数の会員の参加のもとで行われました。

要田会長、そして、杉川ガバナーのご挨拶の後、温泉川ガバナー補佐の司会進行のもとで行われた

質疑応答では、当クラブから、上原リーダーの会員増強に関する質問、菅副会長の多様性に関する質

問、橋本リーダーの広報活動に関する質問、山仲理事によるロータリーの友に関する質問、沖宗会員

のＳＤＧ’ｓに関する質問、森原幹事のロータリー奉仕デーに関する質問などがなされ、ときに、杉川ガバ

ナーをたじたじにさせる（！？）ほど、熱心な議論がなされました。

その後は、角田会員、河野会員、大下会員、國司会員、塩崎会員から、ロータリーについての考え方

や今後の活動についての決意表明がなされました。

最後は、杉川ガバナーから、当クラブへの激励を込めた講評がなされた後、岸本副会長から、当クラブを訪問

いただいたお礼と今後の活動に向けた決意表明がなされ、公式訪問フォーラムが盛会のうちに幕を閉じました。
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8月 ロータリーの友を読もう

縦ページ13ページ 卓話の泉を拝読して

「変わりゆく供養スタイル」

私の幼少期お盆時期になれば本家に親族が仏間のある和室に集まり供養するスタ

イルだったのかなとつい感じます。子供たちは夜になると庭先で花火を手に持ち皆で

束の間の供養をしていたのかなと思います。近年の供養スタイルの変化はコロナ禍

で一段と変化していると実感します。私もそうですが、先代のお墓は納骨堂に納める

スタイルで、お墓参りと言うよりは仏壇へ参るスタイルです。夏季においてはエアコンが非常に効いてい

る場所なので、熱中症等の心配も少なく蚊にさされながら山裾を歩く事も無く先祖を参る形です。仏壇も

家にはありますがマンションの為、洋室の一角に仏壇があり、和室の仏間のスタイルとは全く異なるスタ

イルに変化しています。

しかし先祖の供養スタイルの変化は当たり前と思いますが、先祖をいつまで忘れる事無く供養する事は

われわれの務めと感じこれから子供達の世代に引き継いていこうと思います。

今井廣志
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会員増強月間に因んで

2021年～22年度のメータRI会長は８月の会員増強月間にあたって「みんなが一人を入
会させよう」（Each One，Bring One）という呼びかけをしています。この呼びかけ通りに行け
ば会員増強も比較的たやすく成果を挙げることができると思いますが、現実はその様に簡
単なものではありません。
世界中でコロナ禍の厳しい環境下でロータリアンの減少は止むを得ません。日本でも会
員減少は加速度的に進んでいます。2021年５月末時点で全国３５地区の全地区で減少し
ています。（ロータリーの友８月号P51の資料より）

会員増加により、クラブのパワーを強化することは各クラブの最大のテーマであり、このことにより、あらゆる
活動が積極的に行うことが可能となるからです。
私自身、入会歴３５年のうち会員増強を担当したのが２０回以上になると思いますが、毎日の仕事や会合な
どで沢山の方々にお会いする機会があります。大切なことはお会いする人を“この人はRCに入れることが出
来るか”という心で面談しています。そこでRCの話を出して軽い気持ちで説明をしています。常に入会申込書
は持っていますが、強引な入会の説得はその場では致しません。次回の面談の時に時間をかけて焦らず説
明をし、それから入会の説得に入ります。あまり難しく考えずに東南RCの特色である「和気藹々」とした雰囲
気で入会を勧めましょう。 参考 広島東南RC会員数推移一覧表（2021年6月現在）※下部に掲載

山下 泉


